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▶〈02〉掘削機械

14-〈02〉-15
コマツ
油圧ショベル

PC200i-10

’14.10発売
新機種

(/44（(P4�(-O/A44）˞ 1 アンテφと基準ہからಘられるό

ケットਕઌのҐஔ情報を施工設計データにর߹しながら，設計面を

ইつけないように作業機（ブーム，アーム，όケット）操作を੍御

する，ੈքॳ˞2 の「インテリジΣントマシンコントロール」を実

現した油圧ショベルで͋り，ࡢ年（2014年）ಋ入の *C5ブルドーザー

にଓき，施工のࣗ動化を໨指した「*C5建機」で͋る。

第 1の特௕は，όケットのਕઌが設計面にୡすると作業機がࣗ動

的にఀࢭ，また，アシスト機能でਕઌが設計面にԊって動くため，

オペレーターは۷りա͗をؾにせͣに۷削作業が行͑ることで͋

る。ैདྷ施工とൺ΂てஸுりや検ଌなどの作業工ఔを大෯に削減で

き，Ϣーザの施工効཰と，機械पลで作業ิॿするਓ員の削減によ

り現場の安全ੑ޲上を図っている。　

第 2の特௕として，,O.53A9（機械稼働管理システム）と施

工管理システムを౷߹して施工の「͑ݟる化」を図っていることで

͋る。コマπでは近いকདྷ，8eC αーϏスを通͡て，現場におけ

る建設機械の稼働情報ならびに作業のਐ௙ঢ়گ・運土量などの施工

දᴷ �　1$���J��� ͷओͳ༷࢓

機械࣭量‌ （t） 19.6

エンジン定格出ྗ　ネット（+*4‌D0006�1）
‌ ʦL8/mJnʵ 1（P4/rpm）ʧ

118/2000
（160/2000）

標準όケット容量（新 چ／4*+ +*4）‌ （m3） 0.8／0.7

標準όケット෯ʪαイドΧッタؚΉʫ‌ （m） 1.045/ʪ1.170ʫ

全௕‌ （m） 9.425

全෯‌ （m） 2.8

全ߴ‌ （m） 3.135

‌୺ટճ൒径ޙ （m） 2.75

情報の効཰的な一ݩ管理を実現するとしている。

情報化施工特༗の(/44 ଌ量技術（(P4，(-O/A44 等）や *C5

機ث管理のϊウハウを持つάループレンタル各ࣾからಋ入を開࢝

し，一般Ϣーザにはレンタルंとしてఏڙされる。情報化施工のී

及に޲け，ಉࣾの情報化施工のϊウハウを׆用し，Ϣーザ各ࣾの現

場΁のスムーζなಋ入をαポートしていくとしている。

˞ 1　‌‌(MoCaM‌/aWJHatJon‌4ateMMJte‌4ZTtem（άローόルӴ੕ଌҐシ

ステム）

˞ 2　‌‌コマπௐ΂。ൢࢢベースのクローラー式油圧ショベル，ホイー

ル式油圧ショベルにおいて。

問߹せઌɿコマπ　コーポレートコϛュニケーション෦　

˟ 107�8414　౦ژ౎۠ߓ੺ࡔ 2�3�6

ࣸਅᴷ �　ίϚπ1$���J���　༉ѹγϣϕϧ
ʢҰ෦Φϓγϣϯؚ͕·ΕΔʣ

14-〈02〉-16
ヤンマー建機
後方超小旋回型ミニショベル
 ViO25-6

’14.09発売
新機種

機械࣭量 2.5 t のޙ方௒খટճϛニショベルで͋る。ΩャϏン・

మクローラ仕様でクイックώッνを装ணしても 3 t Ҏ下のコンύク

トαイζとし，3 t 積トラックでの輸送を可能としている。

エンジンルームのݶられたスペース内に，ラジエータとオイル

クーラをฒྻ഑ஔし，フィンのਗ਼૟ੑとྫྷ٫ੑ能の޲上を図ると共

に，௒௿騒音型建設機械の基準にద߹している。

2本支பで5OP4（ԣ転࣌৐員อߏޢ଄），ϔッドガード（࿑働

安全Ӵ生法ϔッドガード基準）に対Ԡし，また，クレーン仕様にお

いては，௻りՙ૸行Ϟードおよびߴさ੍ݶ機能を౥載し，௻りՙ作

業等における安全ੑの޲上を図っている。

-&Dόックライト෇き大型ӷথϞニターにより，ҟৗ࣌などに

必要な情報をݟやすく表示すると共に，稼動ؒ࣌を最大 3ϲ月表示

して，Ϟニターの利便ੑを޲上させている。

දᴷ �　7J0���� ͷओͳ༷࢓

όケット容量（ࢁ積）‌ （m3） 0.08

最大۷削ਂさ‌ （m） 2.54

最大۷削൒径‌ （m） 4.40

最大۷削ߴさ‌ （m） 4.46

機械࣭量‌ （t） 2.50

定格出ྗ‌ （L8（P4）/mJnʵ1） 15.2（20.7）/2,500

૸行଎度　　ߴ଎／௿଎‌ （Lm/h） 4.5／2.8

‌能ྗࡔొ �（度） 58（30）

઀地圧‌ （LPa） 29.0

最௿地上ߴ‌ （m） 0.32

クローラத৺ڑ཭‌ （m） 1.25

クローラ全෯（シュー෯）‌ （m）‌ 1.50（0.25）

全௕ʷ全෯ʷ全ߴ（輸送࣌）‌ （m） 4.11 ʷ 1.50 ʷ 2.47

価格（税ൈき）‌ （ඦສ円） 4.27

˞仕様は，Ωャϊピ，標準ΰムクローラ
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問߹せઌɿϠンマー建機᷂　開発෦

෱Ԭݝஜ۽ࢢޙ໺ 1717�1

ࣸਅʕ�　ϠϯϚʔ建機　7J0����　ϛχγϣϕϧʢํޙ௒খટճܕʣ

14-〈02〉-18

日立建機
油圧ショベル
（後方超小旋回型／超小旋回型）
ZX75US-5B / ZX75UR-5B

’14.12発売
モデルチェンジ

オフロード法 2014 年基準にద߹した油圧ショベルで͋り，/OY

（஠ૉࢎ化෺）と P.（ཻࢠঢ়෺࣭）の排出量をैདྷ機とൺֱして

削減し，日本・Ԥभ（&6‌4taHeᶙB）・๺ถ（&PA‌'JnaM‌5Jer4）の

排出ガス੍نに対Ԡしている΄か，௿騒音型建設機械の指定をडけ

ている。

コϞンレール式೩料෾ࣹシステム，クールド &(3，マフラフィ

ルタを装備した新型エンジンにより，作業ڥ؀にԠ͡たエンジンճ

転਺の੍御を行い，さらに油圧システムの改ྑにより೩අ効཰を޲

上させている。新 &COϞードは，ैདྷ機の PϞードとൺ΂ಉ等の

作業量において ;97564�5B では໿ 15ˋ，;97563�5B では໿ 20ˋ

೩අを௿減しており，௿೩අと作業ੑ能を྆立させている。また，

機械を操作しないঢ়ଶがଓくと，ࣗ動的にエンジンがఀࢭするオー

トアイドリンάストップ機能を新たに装備し，アイドリンά࣌の೩

料ফඅを௿減するとともに，排出ガスを཈੍するなどڥ؀にも഑ྀ

している。

Ωャブは଍ۭؒݩを ;97564�5B で 45 mm֦大させたことで，2

Ϟデル共にշదな運転ۭؒとしている。そのଞ，Ωャブ内Ϟニタに

7インνの大ը面ΧラーマルνϞニタの࠾用や，スイッνྨをӈ操

作レόー近くに集த഑ஔするなど，Ωャブ内の操作ੑを޲上させて

いる。

安全面では，油圧ショベル転౗࣌にオペレータをอޢする *4O

格のن 3OP4（3oMM�OWer‌ProtectJWe‌4trVctVreT）にద߹したΩャ

දᴷ �　;9��64��#�;9��63��# ͷओͳ༷࢓

;97564�5B ;97563�5B

標準όケット容量‌ （m3） 0.28 0.28

運転࣭量‌ （t） 7.2 8.49

エンジン定格出ྗ‌ （L8/mJnʵ 1） 41.8/2,000 41.8/2,000

最大۷削൒径‌ （mm） 6,430 6,440

最大۷削ਂさ‌ （mm） 4,110 4,260

最大۷削ߴさ‌ （mm） 7,210 7,350

最大ダンプߴさ‌ （mm） 5,120 5,260

最大۷削ྗ‌ （L/） 55 55

ટճ଎� （mJnʵ 1） 10.5 11

૸行଎度‌ （Lm/h） 3.1/5.0 3.1/5.0

全௕‌ （mm） 5,880 5,980

全෯‌ （mm） 2,320 2,320

全ߴ‌ （mm） 2,690 2,660

‌୺ટճ൒径ޙ （mm） 1,290 1,290

最௿地上ߴさ‌ （mm） 360 360

標準খച価格‌ （ສ円） 870 1,130

஫）価格は工場ད౉し，ফඅ税ผ

ࣸਅᴷ �　೔ཱ建機　;9��64��#　༉ѹγϣϕϧʢํޙ௒খટճܕʣ

ブを࠾用している。ޙ方監視Χϝラはऔ෇けՕॴをエンジンΧόー

内෦΁変更し，઀৮によるഁ損の防ࢭとΧウンタウエイト௚近の視

քを޲上させている。作業౮にはエンジンఀޙࢭ 60 ඵؒ点౮する

ディレイ機能を෇け，໷ؒの安全ੑを޲上させている。また，

;97563�5B はオートマルνーϊシステム（ׯব防ࢭ機能）に新型

の֯度センαを࠾用し，ׯব防ࢭ機能の৴པੑ及び଱ੑٱを޲上さ

せている。

ϝンテφンス面では，各フィルタྨを集த഑ஔし，地上から点検・

整備を容қに行͑るようにしている。特にエンジンオイルの交׵は

ドレンプラάにオイルドレンΧプラを標準装備し，ドレン作業を簡

ૉ化している。また，೤交ث׵の໨٧まりを防ࢭする防ਖネットは

一൪֎ଆに設ஔし，地上から容қに୤ணできるようにしている。

すでに発ചしている ;A9*4�5 シリーζとಉ様に新ंอো・ϝン

テφンスプロάラムを用意し，ύϫートレイン及びエンジン෇ଐ機

についてԆ௕อূするαーϏスや，各種ແঈϝンテφンスαーϏث

ス˞1 をఏڙしている。

˞ 1　‌‌ϝンテφンスαーϏスは，レンタル会ࣾ΁のൢച࣌には෇ଳ

されない。
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問߹せઌɿ日立建機᷂　ܦӦ管理本෦　޿報ઓུࣨ　޿報άループ

˟ 112�8563　౦ژ౎文ָޙ۠ژೋஸ໨ 5൪ 1号

ࣸਅᴷ �　೔ཱ建機　;9��63��#　༉ѹγϣϕϧʢ௒খટճܕʣ

▶〈03〉積込機械

14-〈03〉-10
キャタピラージャパン
ホイールローダ

Cat 988K

’14.09発売
新機種

や土木などの積み込み作業に使用される大型ホイールࢁ߭・ੴࡅ

ローダで͋る。

エンジンは，ैདྷ機よりߴ出ྗで͋り，アフタートリートϝント

技術および೘ૉ 4C3システムにより，オフロード法গ਺特例 2014

年基準ಉ等にద߹している。

ステアリンάを使用しない࣌にステアリンάポンプから作業機に

油をճすことで，௿いエンジンճ転਺でも作業機の油量を֬อする

油圧システムや，作業量の௿下を最খݶに཈͑ながら೩අを௿減す

るエコϊϛーϞードを装備している。また，AP&C4（AEWanceE‌

ProEVctJWJtZ‌&MectronJc‌ControM‌4trateHZ）੍ 御方式のトランスϛッ

ションコントロールにより，Ճ଎ੑ能や૸行ੑ能をߴめるとともに，

೩අの௿減を図っている。

3OP4（転౗࣌運転ऀอߏޢ଄）／'OP4（མ下෺อߏޢ଄）ن格

に対Ԡする 4ポストΩャブにより，オペレータの安全を，標準装備

のリアϏューΧϝラ・Ϟニタにより，ޙ方視քを֬อしている。

当たり೩料ফඅ量などの作業データをऔಘ，管理できるؒ࣌

V*.4（όイタルインフΥーϝーションマネジϝントシステム），

௓Ͷ上͛式のレόーコンιールおよび大きな֯ࣼ܏度のアクセス֊

ஈなどによりαーϏスの޲上を図っている。

දᴷ �　$BU����, ͷओͳ༷࢓

‌Cat‌988,

運転࣭量‌ （LH） 53,100

標準όケット容量（ࢁ積）‌ m3 7.0

全௕‌ （mm） 12,205

全෯（ं体）‌ （mm） 6,545

全ߴ（Ωャブ上୺まで）‌ （mm） 4,260

最ߴ૸行଎度‌ （Lm/h） 34.7‌（39.3˞）

エンジン名শ Cat‌C18‌AC&35

エンジン૯行ఔ容積‌ （Ὑ） 18.1

定格出ྗ／ճ転਺‌ （L8/rpm） 403／1,700

ダンピンάリーν（45 度ダンプ࣌）‌ （mm） 2,075

ダンピンάクリアランス‌ （mm） 3,480

価格‌ （ඦສ円，税ผ） 99.53

˞ロックアップクラッν࣌

問߹せઌɿΩャタピラージャύン　޿報ࣨ

˟ 158�8530　౦ژ౎ੈా୩۠用լ 4�10�1

� ͱҰ෦ҟͳΓ·͢ɻ༷࢓಺ඪ४ࠃਅ͸ࣸࡌܝ˞
ࣸਅᴷ �　Ωϟλϐϥʔδϟύϯ　$BU����,　ϗΠʔϧϩʔμ

▶〈04〉運搬機械

14-〈04〉-02
キャタピラージャパン
ダンプトラック

Cat 770G / Cat 772G

’14.09発売
新機種

༂するダ׆ੴ運ൖの΄か，土木工事などでݪにおけるࢁ߭・ੴ࠾

ンプトラックで͋る。

エンジンは，ै དྷ機よりߴ出ྗで͋り，排出ガス௿減技術にՃ͑，

೘ૉ 4C3システムにより，オフロード法 2014 年基準にద߹してい

る。

2種ྨのエコϊϛーϞード（標準エコϊϛーϞード・アダプティ

ブエコϊϛーϞード）により稼働現場やं྆のঢ়گにԠ͡た省೩අ

運 転 が 可 能 で ͋ る。 ま た，AP&C4（AEWanceE‌ProEVctJWJtZ‌

&MectronJc‌ControM‌4trateHZ）੍御方式のトランスϛッションコン

トロールにより，スムーζなシフトνΣンジを，またιフトウΣア

のアップデートにより，৐り৺地や૸行ੑ能の޲上と೩料ফඅの削
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දᴷ �　$BU����(�$BU����(ͷओͳ༷࢓

Cat‌770( Cat‌772(

最大積載量‌ （t） 35.3 43.7

運転࣭量‌ （LH） 35,950 38,350

最ߴ଎度‌ （Lm/h） 73.7 79.2

全௕‌ （mm） 8,795 8,810

全෯（タイϠ֎෯）‌ （mm） 3,695 3,930

全ߴ（Ωャϊピ上୺）‌ （mm） 4,115 4,165

エンジン名শ Cat‌C15‌AC&35 Cat‌C18‌AC&35

૯行ఔ容積‌ （Ὑ） 15.2 18.1

定格出ྗ／ճ転਺‌（L8／rpm） 356／1,700‌ 410／1,700

଎度ஈ（લਐ／ޙਐ） 7ஈ／1ஈ

ベッセル容量（ࢁ積／平積）‌（m3） 25.2／17.6 31.2／23.9

価格‌ （ඦສ円，税ผ） 70.12 80.04

オートエアコン，ύϫーウィンドウ（ࠨ૭），フットレストを装備

している。

問߹せઌɿΩャタピラージャύン　޿報ࣨ

˟ 158�8530　౦ژ౎ੈా୩۠用լ 4�10�1

ࣸਅᴷ �　Ωϟλϐϥʔδϟύϯ　$BU����(　μϯϓτϥοΫ

減を図っている。

ベッセルは，ఈ板のްさをैདྷの 10 mmから 16 mmに上͛，ま

た，ശ型அ面ߏ଄のフレームは，ෛՙのߴい෦分΁ர鋼を使用，ま

た，ロϘット༹઀ݸॴを増Ճすることにより଱ੑٱの޲上を図って

いる。この΄か，ࣨ 内෯を֦大しੑॅډをߴめたΩャブ内に，ं ・྆

稼働ঢ়گの֬ೝ・各種設定が行͑るアドόイザリディスプレイや

▶〈07〉せん孔機械およびブレーカ

14-〈07〉-01

キャタピラージャパン
油圧ブレーカ
H110Es / H115Es / H120Es / H130Es 

/ H140Es / H160Es / H180Es

’14.07発売
新機種

11 トンから 76 トンクラスの油圧ショベル޲けの油圧ブレーΧで

͋る。

油圧ݯとなる油圧ショベルとのマッνンάで打ܸྗを発شし，さま

͟まな岩ੴなどをഁࡅする。また，トップマウントのブラケット˞1 に

よりブレーΧの持つ打ܸੑ能を最大ݶ発شしている。

ハウジンά˞2 はಠࣗの対শߏ଄を࠾用しており，ロックエッジ˞3

ຎ໣࣌には 180 度ハウジンάをճ転可能で，൓対ଆのロックエッジ

を使用することで，ຎ໣の集தを防いでいる。また，ُ྾を発生し

೉い一体ߏ଄のαイドプレート，ෛՙの集தを防͙ۂ面ܗঢ়のલޙ

面，および岩ੴなどがഁࡅされるとࣗ動的に打ܸをఀࢭするۭ打防

。を装備しているߏ機ࢭ

動ྗ෦分をハウジンά内෦にऩೲする΄か，油圧ブレーΧ下෦に

؇ি装ஔを設けることで，作業࣌の騒音・振動を௿減し，オペレー

タのർ࿑をܰ減。また，νθル˞4 などのπール交׵は，特घな工

具を使わͣとも交׵ができる。

˞ 1‌‌‌トップマウントのブラケットɿブラケットは油圧ショベルと

ブレーΧを઀߹する装ஔ。ブラケットによってブレーΧの上

෦を油圧ショベルに装ணすることから，トップマウント（ॎ型）

とݴう。トップマウントに対し，ブレーΧのԣにுり出した

දᴷ �　)���&T���)���&T���)���&T���)���&T���)���&T���)���&T���)���&T ͷओͳ༷࢓

H110&T H115&T H120&T H130&T H140&T H160&T H180&T

ద用ं࣭྆量‌ （t） 11�18 12�20 16�27 18�36 24�42 32�55 42�76

運転࣭量‌ （LH）（ؚΉブラケット） 950�1,080 1,070�1,460 1,480�1,860 1,750�2,140 2,410�2,660 3,230�3,530 3,990�4,340

打ܸ਺‌ （ճ／分） 450�1,000 370�800 350�620 320�600 325�540 400�505 275�450

エネルΪー‌ （+） 2,712 4,067 4,745 6,101 8,135 11,524 16,270

作動油ྲྀ量‌ （-/ 分） 60�120 70�130 100�170 120�220 120�220 220�300 220�300

作動圧‌ （LPa） 16,000 15,000 15,000 15,000 15,000 16,000 16,000

લޙ௕さ‌ （mm） 552 553 594 624 585 730 730

෯‌ （mm） 585 586 585 585 670 736 758

‌さߴ （mm） 1,568 1,683 1,839 1,958 2,167 2,414 2,556

πール径‌ （mm） 99.5 109.5 119.5 129.5 139.5 159.5 179.5

πールಥ出௕さ‌ （mm） 496 549 598 647 652 753 760.5

価格‌ （ඦສ円，税ผ） 2.8 3.0 4.0 5.2 6.8 12.2 13.3
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問߹せઌɿΩャタピラージャύン　޿報ࣨ

˟ 158�8530　౦ژ౎ੈా୩۠用լ 4�10�1

ࣸਅᴷ �　Ωϟλϐϥʔδϟύϯ　&γϦʔζ　༉ѹϒϨʔΧ

ブラケットによって装ணするタイプはαイドマウント（ԣ型）

とݴわれる。

˞ 2‌‌‌ハウジンάɿブレーΧ内෦の動ྗϢニットを෴うΧόー。

˞ 3‌‌‌ロックエッジɿブレーΧ本体෦分のຎ໣を防ࢭするためにブ

レーΧ本体のઌ୺に装ணされたガード。

˞ 4‌‌‌νθルɿブレーΧのઌ୺に装備されるഁࡅπールの一種。ઌ

୺ܗঢ়・名শのҟなる 3種ྨのπールを準備。

▶〈11〉コンクリート機械

15-〈11〉-01

極東開発工業
定置式コンクリートポンプ
スクイーズクリート

PQ30-22MT

’14.11発売
新機種

地盤改ྑ工事（஫）޲けの定ஔ式コンクリートポンプで͋る。ポ

ンピンάνューブには圧ྗ຺動を؇࿨するために開発したテーύー

νューブを࠾用し，このことによりༀӷ஫入量管理のਫ਼度を޲上し，

作業効཰の޲上を図っている。

ポンプ੍御にはインόータを使用し，最దなు出量ௐ整が可能で

͋る。ҟৗ࣌のաෛՙを検出しࣗ動で減଎運転やࢭఀ੍ڧさせる安

全機能を౥載している。ి動Ϟータの動ྗを，プーリ・ベルトをհ

してポンプに入ྗするシンプルなߏ଄となっており，ϝンテφンス

ੑの޲上を図っている。νューブがഁ損した際にポンプの運転をࣗ

動ఀࢭするύンクセンα，ドラム内෦を真ۭঢ়ଶにอつ真ۭポンプ

のࣗ動運転機能，理࿦ు出量計を౥載している。

දᴷ �　12�����.5ͷओͳ༷࢓

最大ు出量‌ （m3/h） 30

ৗ用最ߴు出圧ྗ‌ （.Pa） 2.0

ॠؒ最ߴు出圧ྗ（˞）‌ （.Pa） 2.5

ポンピンάνューブ 4.75B�4B テーύー

ݯి ૬交ྲྀ‌200ࡾ V

ి動機の出ྗ‌ （L8） 30

ి動機の੍御 インόータ

全௕ʷ全෯ʷ全行‌ （m） ໿ 2.665 ʷ 1.340 ʷ 1.835

ॏ量‌ （t） ໿ 2.4

価格（税ൈき）‌ （ඦສ円） 10.23

（˞）ॠؒ最ߴు出圧ྗɿ୹ؒ࣌のみు出可能なు出圧ྗ

問߹せઌɿۃ౦開発工業　ࡾ木工場　第ࡾ設計՝

˟ 673�0443　ฌࡾݝݿ木ࢢผॴொ೹ 2൪地

ࣸਅᴷ εΫΠʔζΫϦʔτ12�����.5　ఆஔࣜίϯ　ۀ౦։ൃ工ۃ��　�
ΫϦʔτϙϯϓ

（஫）‌‌地盤改ྑ工事はセϝントߗܥ化ࡎなどのༀӷを地盤に஫入し，

建ங基礎地盤のڧ度を֬อする工法で͋る。主要工法として

地盤をドリルで۷削して軟弱地盤をༀӷとࠞ߹してڧ化する

方法などが͋る。一般的な地盤改ྑ工事においてༀӷ஫入に

使用される定ஔ式ポンプには，ༀӷの஫入量を管理する໨的

で圧送の຺動を؇࿨することがٻめられる。
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▶〈14〉維持修繕・災害対策用機械および除雪機械

15-〈14〉-01

ウエルツ
油圧ショベル用小型表面切削アタッ
チメント（フルコントルスディオ）

FTDUO15/FTDUO25

’14.10発売
新機種

道路のখن໛ิमや؛ޢ，水路等の表面੾削で使用される，ブレー

Χー഑管を装ணした油圧ショベル用のখ型表面੾削アタッνϝント

で͋る。油圧ショベルのҐஔを変͑ͣにさま͟まな方޲の੾削が可

能で͋る。油圧でۦ動する੾削෦分とं載όッテリーでۦ動するટ

ճ෦分（෇ଐ഑ઢΩットで簡୯に઀ଓできる）とを連動させながら

マンホールपり等のۂઢ෦分を容қに੾削できる。

੾削ਂさのௐ整は，ਂさௐ整シムを交׵することで行う。ਂさௐ

整シムは大きく分けてコンクリート用シムとアスファルト用シムの

2種ྨが͋り，工事用్によって使い分けられる（2種ྨҎ֎のਂ

さௐ整シムは特஫となる）。

コンクリート用シムを装ணした場߹は，1ύス 1 cmの੾削ਂさ

で‌（1 ύスは 1ճの੾削操作），コンクリートの表面を໨視しなが

ら਺ύス作業しながらগしͣつ੾削する。コンクリートபの੾削等

ではమےを࿐出するまで੾削できる。そのため橋のচ版出し作業等

ではమےやジョイントをආけて੾削できる。また道路橋のচ板出し

工事におけるアスファルトのෆ཮Օॴのണ཭作業では，গしͣつア

スファルトを੾削して効཰よくコンクリートচ板を࿐出させること

ができる。‌

コンクリートߏ଄෺のิमにおいて，新چコンクリートの打ͪܧ

͗໨のॲ理では，ਓྗ施工では一定のはつりਂさのҡ持がࠔ೉で͋

り，マイクロクラックの発生により水分が৵入し，଱ੑٱがམͪる

ことも͋る。本機では，一定のはつりਂさとマイクロクラックのগ

ない仕上がり面がಘられ，かつమےを੾らͣૈࠎ材をইめͣ，ຒめ

໭しコンクリートがগなくてࡁΉ。特に壁面੾削の場߹，ߴॴ଍場

がෆ要なため，安全でかつ作業ؒ࣌を୹ॖできる。

アスファルト用シムを装ணした場߹は，1ύス 2.5ᶲの੾削ਂさ

で͋る。道路のখن໛ิमや，マンホールपりの੾削ではঢ়گを֬

ೝしながら੾削できる。さらにਂく੾削する場߹は，ಉ͡Օॴを਺

ύス作業する。2.5 cmよりもઙく੾削する場߹は機体を੾削方޲に

。けると੾削ਂさがઙくなる܏

アスファルト道路のิम，特にポットホールやஈࠩ等の෦分ิम

の場߹，ैདྷは，Χッターでアスファルト૚をൣ޿ғに੾அし，ブ

レーΧーでഁࡅし，油圧ショベルでണ཭除ޙڈύッνンά材をԠ急

的にॆరしていた。本機では，アスファルト૚の上面だけを෦分的

に੾削除ڈするので，ॆరするύッνンά材をগなくでき，かつ舗

දᴷ �　�'5%60����'5%60�� ͷओͳ༷࢓

名শ フルコントルスディオ15 フルコントルスディオ25

型式 '5D6O15 '5D6O25

ࣗॏ‌ （LHG） 300 550

ʷ௕ʷ෯‌（mm）ߴ 1300 ʷ 520 ʷ 390 1450 ʷ 560 ʷ 480

ટճి圧‌ （V） 12 24

੾削෯‌ （mm） 200 300

੾削ਂさ‌ （mm） 10・25 10・25

価格‌ （ඦສ円） 4.45 4.80

（/&5*4 ൪号「,5�140079�A」）

問߹せઌɿウエルπ᷂　本ࣾ

˟ 143�0012　౦ژ౎大ా۠大৿౦ 4�24�2

ࣸਅᴷ �　��΢Τϧπ　'5%60��　༉ѹγϣϕϧ༻খܕද໘੾࡟Ξλον
ϝϯτʢϑϧίϯτϧεσΟΦʣ

装のڧ度௿下を༧防している。ط設舗装の全૚を打ͪସ͑ͣにࡁΉ

ため，道路をૣظ解์できる。

ň'5D6015ŉは 3 t クラスখ型油圧ショベルに౥載して，4 t トラッ

クでൖ送ができ，かつ道路઎༗෯がڱいのでยଆ交通で作業可能で

͋る。ブレーΧーや引きണがし作業࣌にൺ΂振動や騒音がগなくप

ลڥ؀の改ળを図っている。




